
第９回 北広島市外部評価委員会 会議録 

日時：平成１９年１２月２０日（木） 

午後１時 30 分～４時２０分 

会場：中央会館（１階）集会室  

 

    ■出席委員：麻生敏子・天羽 浩・澤井將美・平山成信・村川 亘 

■事務局：市川部長・木下課長・佐藤課長・工藤主査・中屋主査・奥山主任・中畑主査 

 

 

１ 開会  

委員長の司会進行により開会。 

 

２ 委員長あいさつ  

    本日は、まず、前回ヒアリングを行った幼稚園就園準備補助金について一定の方向

を出したい。その後、残りの新規事業５件についてヒアリングを受け、方向性につい

て協議を行いたい。 

 

３ 議事 

（１）前回ヒアリング結果の協議 １３：30～ 

 

  （委員長）前回の会議終了後に担当課から事業の補足説明資料が出され基本的な考え

方が整理されている。また、皆さんから提出された意見を事務局で集約した資料

もお読みいただいたと思うが、方向性を出すに当たり、まずは、皆さんのご意見

を伺いたい。 

  （C 委員）先般送られてきた追加資料の中で平成１５年度に実施したアンケート調査

結果について、「入園させたくない」が半数近くあったが、これは事業そのものが

必要ないということか。 

  （事務局）担当課でないと、そのあたりは回答できない。 

  （委員長）可能ならば、担当課から再ヒアリングを行いたいと思う。 

 

  再ヒアリングの実施 

Ａ．児童家庭課 

・幼稚園就園準備補助金 

 

評価に向けた協議 ～ 別紙 

 

（２）新規補助金のヒアリング・評価 １４：１０～ 

    下記のとおり補助金外部評価のためのヒアリングを実施した。 

 

    Ｂ．廃棄物対策課 

・ごみステーション整備事業補助金 

    ・集団資源回収ストックヤード整備事業補助金 

 

    Ｃ．商業労働課 

    ・空き店舗利用促進事業補助金 

    ・コミュニティビジネス創業支援事業補助金 

  



 

    Ｄ．農政課 

    ・農地改良（暗渠排水・農地復元）事業補助金 

 

    評価に向けた協議 ～ 別紙 

 

 

  （委員長）それぞれの回答については、年明け１５日までに市の事務局へ提出いただき

たい。 

 

 

（３）その他 １６：１５～１６：２０ 

①外部評価の報告書の内容確認等 

 事務局より報告書等の内容確認について説明。 

 

②次回委員会の日程確認 

●第１０回 ～  １月２４日（木） ９：３０～ 市役所本庁舎 ２階 会議室 

 

   （委員長）次回はどのような議案を予定しているか。 

   （事務局）今回ヒアリング結果のまとめのほか、補助金を含む報告書の内容確認や評

価システムへの全体的な提言などを予定している。 

 

４ 閉 会 （１６：２０） 

＊傍聴人：０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（別紙） 

外部評価の判定のための議論から 

 

再ヒアリング 

 

①幼稚園就園準備補助金  （児童家庭課） 

 

 （委員長）この補助金については、総合判定を出さずに、皆さんからの意見を参考に私の

方で取りまとめたい。 

 

今回分のヒアリング 

 

 （委員長）それぞれの協議に入る前に、担当者を決めておきたい。①はＣ委員、②はＢ委

員、③はＡ委員、④はＤ委員、⑤は私としたい。 

 

②ごみステーション整備事業補助金  （廃棄物対策課） 

 

 （C 委員）来年１０月から有料化になることから、ステーション整備の必要性はある。 

 （委員長）場所などの課題はあるが、清潔にして収集しやすくしたり、金額的にも妥当と

考える。 

 

  ⇒外部評価委員会総合判定を「適」とする。 

 

③集団資源回収ストックヤード整備事業補助金  （廃棄物対策課） 

 

 （B 委員）経費の削減効果があり、有効性も高いことから、事業的には適と考える。 

 （委員長）設置場所の問題はないか。 

 （事務局）自治会等の設置団体での議論となろうが、補助金要望で手を上げていることか

ら解決済みと考えられる。 

 

  ⇒外部評価委員会総合判定を「適」とする。 

 

④空き店舗利用促進事業補助金  （商業労働課） 

 

 （A 委員）すべての空き店舗を対象とするとのことだが、自力でやっている店舗がある一

方、新規だから補助するというのは、公平性の面でどうか。また、類似性ということ

  



で、開業時には様々な融資や補助制度があると思うが、それらとの兼ね合いはどうか。

以上の点から公平性と類似事業の項目で問題があるのではと感じた。 

 （B 委員）逆に公平性の面では、どなたでも良いという前提から特に問題はないと思う。 

 （A 委員）例えば、空き店舗にコンビニが入る場合も補助対象となるのか。 

 （委員長）商工会の方で妥当性などについて判断するのでは。 

 （事務局）その地域の商店街の活性化を図るのが目的であり、近くに同じ業態があれば補

助対象としないなどは考えられる。 

 （A 委員）家賃が高くて廃業せざるを得ない方々は補助を受けられないのか。 

 （事務局）廃業後の再チャレンジは対象となるかもしれないが、これは対象としていない。

地域の活性化という観点から、自治体として何らかの手立てが必要ということで、従

来の創業時の融資制度とは別に補助を行うものである。 

 （A 委員）評価調書の公平性を判断する上で、家賃補助は建物のオーナーと賃借人といっ

た特定の個人の利益とならないか。また、商工会は特定の団体とはならないか。 

 （委員長）端的に夜の商店街を考えた場合、人々は明るい方へ行きたいであろうというこ

とで、家賃補助は直接的には建物のオーナーに入るお金だが、大きな視点では商店街

や地域を活性化させるためのものである。 

 （事務局）商工会は商工業者の経営改善などの指導にあたる公益法人であり、営利を目的

とするものではない。 

 （委員長）商店街の活性化という大きな目的に向けた補助として理解いただき、総体的に

は適としたい。 

 

  ⇒外部評価委員会総合判定を「適」とする。 

 

⑤コミュニティビジネス創業支援事業補助金  （商業労働課） 

 

 （Ｄ委員）市長のマニフェストですよね。 

 （事務局）そうだが、いきなり出てきたものではなく、相談事業を実施してきたなかで要

望があり、今回補助事業として具体化したものである。 

 （Ｄ委員）地域でのニーズが高まって事業化されるのか。 

 （事務局）市民との協働といった側面もある。 

 （委員長）誰かがやれば、地域の誰かが助かるというものだが、収益性が低いことから、

一定程度の補助があれば動き出せるといったものだと思う。 

  



 （事務局）公共ができない部分について、NPO などにやってもらおうという事業である。 

 

  ⇒外部評価委員会総合判定を「適」とする。 

 

⑥農地改良（暗渠排水・農地復元）事業補助金  （農政課） 

 

 （委員長）補助率３分の１で自己負担があるなか希望する農家もあるということで実効性

がある。また、食料自給率の向上や景観保全などの観点から必要な事業であるといっ

たことなどから、まとめていきたい。 

 

  ⇒外部評価委員会総合判定を「適」とする。 

  


